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胚発生過程における細胞の極性と形態の時空間的制御
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動物の発生において、細胞は分裂を繰り返しな
がら多様な細胞種を作り出すとともに、その形態
を変化させながら個体としてのかたちを作り上げ
ていく。このような複雑な細胞の動態を制御して
いるのは、ゲノムに含まれている遺伝子群だが、
その時間的・空間的制御メカニズムの全貌につ
いてはいまだ明らかにされていない。

細胞分裂軸の決定機構
細胞分裂軸は紡錘体の位置および向きで決定さ
れる。本研究においては、細胞周期依存的に紡
錘体が形成されるしくみを、微小管形成に着目して
解析した。微小管重合核となるγ-チューブリン複
合体の線虫における新規構成因子を同定し、この
複合体が線虫において独自の進化を遂げているこ
とを見いだした。

細胞の形態変化の制御機構
線虫胚発生後期の形態形成期では、表皮細胞の移動
と形態変化のみで前後軸方向に胚が伸長する。RNA
ポリメラーゼIIと結合して遺伝子の発現制御を行ってい
ると考えられているPAF1複合体が、この表皮形態形
成過程において重要な役割を果たしていることを見いだ
した。

細胞内因子の細胞極性に依存した不均等な分配機構
生殖顆粒は、生殖細胞特異的に分配されるRNAタンパク質複合体顆粒である。線虫の生殖顆粒の構
築に必須なPGLタンパク質のドメイン解析を行い、顆粒形成に必要な複数の領域の存在を明らかにした。

本研究では線虫の胚発生をモデル系として、研
究代表者が確立してきた遺伝子機能操作技術
と個体レベルのライブイメージング技術を統合的
に用いることにより、個体発生における細胞の動
態、とくに、『細胞極性』と『細胞形態』の時
空間的制御を担う遺伝子ネットワークの解明をめ
ざす。

代表論文：Dev Biol, 391, 43-53, (2014)

細胞の極性と形態の時空間的制御メカニズ
ムを理解することにより、細胞の動態を人為
的な操作技術確立に貢献できる。この技術
を適用することによって、試験管内での組織・

臓器の効率的な作成が可能になると期待さ
れる。
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線虫のγ-チューブリン複合体は独自の進化を遂げた PAF1複合体は表皮形態形成に必須である


